
　

約
65
万
都
市
・
船
橋
の

中
央
部
に
位
置
す
る
新
高

根
・
芝
山
地
区
。
こ
の
地

区
の
総
人
口
を
ご
存
じ
で

す
か
。
市
が
昨
年
10
月
１

日
に
発
表
し
た
最
新
の
人

口
は
２
万
７
６
７
４
人
、

世
帯
数
は
１
万

３
６
１
０
世
帯

と
な
っ
て
い
ま

す
。
戸
建
て
住

宅
の
多
い
新
高

根
か
ら
高
層
住

宅
を
中
心
に
し

た
Ｕ
Ｒ
芝
山
団

地
。
こ
の
一
帯

の
町
が
形
成
さ

れ
て
60
年
以
上

に
な
り
ま
す
。

高
齢
化
率
は
市

全
体
の
24・０
％

を
大
き
く
上
回

る
31
・
０
％
。

超
高
齢
化
社
会

の
中
で「
安
全

安
心
な
ま
ち
づ

く
り
」が
求
め

ら
れ
て
い
ま

す
。

　

地
区
自
連
、

地
区
社
協
は
そ

の
先
頭
に
立
ち

防
犯
・
防
災
、
交
通
問
題

や
高
齢
者
を
対
象
と
す
る

福
祉
面
で
の
様
々
な
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
町
に
関
心

を
持
つ
こ
と
で
新
し
い
視

点
が
見
え
て
き
ま
す
。
ま

ち
づ
く
り
は
小
さ
な
疑
問

か
ら
始
ま
る
の
で
す
。

将
来
展
望
見
据
え

心
一
つ
に  

進
め
よ
う
体
制
強
化

　

新
高
根
・
芝
山
地
区
自
治

会
連
絡
協
議
会（
地
区
自
連
）

の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
5
月
、
新
体
制
発
足

に
伴
い
大
き
な
組
織
の
ト
ッ

◆
高
根
東
町
会　

会
長　

柴
田　

良
一

◆
エ
ト
ワ
ー
ル
仲
村
自
治
会

会
長　

田
畑　

雅
嗣

◆
高
根
セ
キ
ス
イ
自
治
会

会
長　

大
島　

正
敬

◆
南
高
根
自
治
会

　

 　

 

会
長　

 

栄　

  

毅
熾

◆
西
高
根
町
会

会
長　

本
木　

次
夫

◆
高
根
木
戸
第
一
町
会

会
長　

横
張　

正
巳

◆
高
根
木
戸
西
町
会

会
長　

藤
代　

敏
雄

◆
雄
鹿
野
自
治
会

会
長　

石
渡　

幸
一

◆
オ
ー
ク
タ
ウ
ン
船
橋
自
治
会

会
長　

金
森　

定
夫

プ
を
担
っ
て
以
来
、
そ
の
立

場
に
立
っ
て
は
じ
め
て
分
か

る
事
の
重
さ
を
改
め
て
実
感

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
地
区
自
連
が
抱
え

る
継
続
課
題
解
決
に
向
け
、

道
筋
を
付
け
る
年
と
考
え
て

い
ま
す
。
最
大
の
懸
案
事
項

「
芝
山
第
3
調
整
池
移
管
」

問
題
は
避
け
て
通
れ
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
人
口
高
齢
化
に

伴
う
古
く
て
新
し
い
日
常
生

活
の
課
題
も
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　

コ
ロ
ナ
禍
が
薄
れ
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
復
活

し
始
め
た
今
、
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
声
を
挙
げ
て
く
だ
さ

い
。
課
題
は
地
域
だ
け
で
は

解
決
し
ま
せ
ん
。
行
政
と
の

対
話
な
く
し
て
前
進
は
あ
り

え
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は

地
区
自
連
加
盟
29
町
会
・
自

治
会
が
一
枚
岩
と
な
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

65
万
人
都
市
を
迎
え
る
船

橋
市
。
高
齢
化
社
会
を
ど
う

生
き
て
い
く
の
か
。
地
域
も

市
も
「
安
全
安
心
の
先
に
あ

る
幸
せ
」
を
思
い
巡
ら
す
１

年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
●

庄
司
氏
は
1
月
6
日
、
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。
　

合 

掌    

　新年（辰年) の幕開け――。紙面を通してお祝いを申し上げます。
高芝地区自連に加盟する29の町会・自治会長の皆様、新体制となって
まだ1年足らず。この組織が今年はどのような目標を掲げ、達成できる
のか。個々の課題を共通の問題として真剣に議論する年にしたいと考え
ます。高芝地区の未来を想像して今、足元を見つめ直してみましょう。

知っていますか「高芝地区の今」

この町を見つめて！
高芝地区自治会連絡協議会

◆
興
和
芝
山
自
治
会

会
長　

永
井　

明
雄

◆
芝
山
西
馬
込
台
自
治
会

会
長　

小
野　

共
幸

◆
芝
山
馬
込
台
自
治
会

会
長　

岡
村　

敏
生

◆
芝
山
第
二
自
治
会

会
長　

藤
代　

忠
和

◆
芝
山
東
町
会

会
長　

友
行　

貴
久

◆
大
慶
山
住
宅
自
治
会

会
長
代
行　

横
山　

哲
雄

◆
芝
山
中
央
町
会

会
長　

皐
月　

輝
久

◆
旭
芝
山
自
治
会

会
長　

松
本　

祐
介

◆
親
和
町
会

会
長　

石
井　
　

忠

◆
松
三
町
会

会
長　

鬼
島　

晃
信

◆
は
ざ
ま
自
治
会

会
長　

子
安　

茂
久

◆
睦
町
会会

長　

田
島　

一
夫

◆
京
成
町
会

会
長　

東
条　

美
絵

◆
山
ゆ
り
町
会

会
長　

鵜
飼　

康
彦

◆
芝
山
６
丁
目
町
会

会
長　

田
原　

康
夫

◆
三
芝
自
治
会

会
長　

高
山
健
太
郎

◆
三
笠
自
治
会

会
長　

山
田　

宣
昭

◆
芝
山
ホ
ー
プ
タ
ウ
ン
自
治
会

会
長　

竹
内　

英
雄

◆
星
和
町
会

会
長　

得
能　

政
雄

◆
わ
か
ば
町
会

会
長　

田
村　

浩
行

令和６年 高
芝
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
　
会
長　

庄
司

孝
憲

祝

船橋市高根町「観行院」本堂に祀られた木彫りの「龍」
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◆
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
】

高
根
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

（
参
加
10
町
会
・
自
治
会
74

名
）

一
位
＝
南
高
根
自
治
会
・
佐

治
宜
雄
▽
二
位
＝
西
高
根
町

会
・
富
岡
照
江
▽
三
位
＝
大

慶
山
住
宅
自
治
会
・
庄
司
美

知
子

【
ダ
ー
ツ
の
部
】

　

20
年
余
に
わ
た
り
高

芝
地
区
連
最
大
の
課
題

と
な
っ
て
い
る「
芝
山

第
3
調
整
池
」の
整
備
。

行
政
計
画
で
も
明
確
に

公
表
さ
れ
て
い
た「
水

辺
空
間
を
利
用
し
た
市

民
憩
い
の
場
」整
備
問

題
は
都
市
再
生
機
構（
Ｕ

Ｒ
）の
所
有
管
理
地
と

な
っ
て
い
る
た
め
船
橋

市
へ
の
移
管
が
明
確
と

な
る
ま
で
は
将
来
構
想

も
具
体
化
で
き
な
い
と

し
て
今
日
ま
で
経
過
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し

昨
年
6
月
19
日
、
地
区

連
あ
て
に
移
管
時
期
と

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
を
考
え
る
出

前
講
座
に
は
高
い
関
心
を
集
め
た

人
気
を
呼
ん
だ
ダ
ー
ツ
競
技
会
場

に
は
74
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た

　

ま
ち
づ
く
り
を
担
い
動
き

出
し
た
地
区
自
連
各
部
会
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
部
会
、
10
月
8

日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
&

ダ
ー
ツ
競
技
を
実
施
。
高
根

東
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
新
高
根

公
民
館
を
会
場
に
白
熱
し
た

戦
い
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。
結

果
は
左
上
に
掲
載
。

●
10
月
20
日
、
特
殊
詐
欺
の

実
態
を
学
ぶ
生
活
部
会
の
出

前
講
座
が
開
か
れ
、
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
、
船
橋
警
察

署
よ
り
被
害
の
実
態
や
被
害

対
策
な
ど
を
学
ん
だ
。

飲
酒
運
転
根
絶
へ

取
り
締
ま
り
強
化

船
橋
東
署
管
内

返
還
後
の
方
向
性
と
し
て
広

場
を
市
民
に
開
放
予
定
で
あ

る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
さ
ら

に
10
月
16
日
に
は「
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
課
」よ
り
芝
山
中
学

校
に
隣
接
す
る
広
場
に
つ
い

て
具
体
的
説
明
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
11
月
９
日
、

市
民
生

活
部
長
、

自
治
振

興
課
長

等
が
地

域
の
課

題
等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

を
目
的
と
し
て
来
訪
さ
れ
た

の
を
機
会
に
地
区
連
と
し
て

問
題
提
起
し
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
芝
山
調
整
池
の
問

題
は
20
年
余
に
わ
た
る
当
地

区
連
の
課
題
で
あ
り
、
再
三

に
わ
た
り
市
長
陳
情
を
行
っ

て
き
た
問
題
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
そ
の
一
角
で
あ
る

広
場
の
利
用
に
つ
い
て
突

然
、
関
係
者
へ
の
説
明
は
信

義
則
に
反
す
る
。

　

地
区
連
は
早
く
か
ら
広
場

は
暫
定
使
用
を
認
め
る
よ
う

要
望
し
て
い
た
の
で
提
案
に

異
存
は
な
い
。
し
か
し
、
令

和
４
年
６
月
に
地
区
連
よ
り

提
起
し
た
文
書
へ
の
回
答
も

な
い
現
状
で
Ｕ
Ｒ
か
ら
の
移

テ
ー
マ
様
々 

各
部
会
活
発
に

特
別
寄
稿

　

船
橋
東
警
察
署
管
内
飲
酒

運
転
根
絶
協
議
会
総
会
が
12

月
８
日
、
船
橋
市
習
志
野
台

出
張
所
で
開
か
れ
た
。
同
署

か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
が
薄
れ
、

飲
酒
運
転
件
数
は
増
え
て
い

る
状
況
説
明
と
、「
取
り
締

ま
り
に
つ
い
て
も
夜
間
と
同

時
に
早
朝
の
取
り
締
ま
り
が

必
要
だ
」
と
の
考
え
が
示
さ

れ
た
。
ま
た
、
津
田
沼
、
前

原
地
域
の
商
店
街
や
飲
食

店
、
さ
ら
に
事
業
所
な
ど
へ

の
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
啓
発
を

継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

了
承
さ
れ
た
。
歳
末
警
戒
を

兼
ね
て
12
月
13
日
に
船
橋

署
、
14
日
に
は
船
橋
東
署
が

そ
れ
ぞ
れ
の
管
内
で
飲
酒
運

転
根
絶
へ
の
啓
発
活
動
を
実

施
し
た
。

管
時
期
が
明
確
と
な
り
船
橋

市
と
し
て
の
方
向
性
が
定

ま
っ
た
段
階
で
先
ず
、地
区
連

に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が

行
政
と
市
民
と
の
信
頼
関
係

を
保
つ
う
え
で
当
然
の
こ
と

新
高
根
公
民
館
講
堂（
参
加

５
町
会
・
自
治
会
38
名
）

一
位
＝
西
高
根
町
会
・
中
澤

富
夫
▽
二
位
＝
高
根
木
戸
西

町
会
・
吉
野
秀
夫
▽
三
位
＝

芝
山
中
央
町
会
・
黒
須
正
義

（
ワ
ン
ス
ロ
ー
）

一
位
＝
西
高
根
町
会
・
中
澤

富
夫
▽
二
位
＝
同
・
木
村
津

絵
▽
三
位
＝
同
・
井
久
保
加

代
子

で
は
な

い
か
。

　

地
区

連
か
ら

の
こ
の

よ
う
な

提
起
を
受
け
、
昨
年
11
月
22

日
に
下
水
道
河
川
管
理
課
長

を
中
心
に
新
高
根
公
民
館
を

会
場
と
し
て
地
区
連
あ
て
に

改
め
て
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
な

の
で
そ
の
要
点
の
み
と
な

り
ま
す
が
、
次
の
通
り
報

告
し
ま
す
。

一
、Ｕ
Ｒ
か
ら
の
移
管
は
本

年
３
月
末
と
な
る
予
定
。

二
、
今
後
広
場
に
関
す
る

所
管
は「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

課
」と
な
る
。

三
、「
池
」部
分
の
整
備
に

関
す
る
こ
と
は「
公
園
緑

地
課
」と
な
り
、
市
民
憩

い
の
場
を
目
指
す
。

四
、
池
の
調
整
機
能
に
関

す
る
管
理
は
従
来
通
り

「
下
水
道
管
理
課
」と
な

り
ま
す
。

　

今
後
、
行
政
は
各
主
管

を
中
心
に
具
体
的
な
検
討

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

●
11
月
22
日
、
環
境
部
会
に

よ
る
船
橋
市
の
西
浦
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
、
南
部
清
掃

工
場
を
視
察
、
ゴ
ミ
処
理
問

題
へ
の
関
心
を
高
め
た
。

●
11
月
25
日
、
社
会
教
育
部

会
主
催
の「
船
橋
の
未
来
図
」

を
テ
ー
マ
に
第
3
次
総
合
計

画
の
概
要
解
説
が
あ
っ
た
。

人
口
65
万
都
市
の
未
来
へ
の

指
針
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

高
芝
地
区
連
相
談
役

    

本
木
次
夫

やっぱり楽しいグラウンドゴルフ

動
き
出
し
た
懸
案
事
項

芝
山
第
３
調
整
池
整
備

「船橋の未来」を語り合う出前講座 南部清掃工場見学会の様子

芝山団地第３調整池有効利用計画（素案）のイメージ図

ス
ポ
ー
ツ
広
場

第３調整池
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謹
ん
で
新
春
を
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
年
頭
に
あ
た

り
会
員
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を

予
想
上
回
る
反
響
に

ス
タ
ッ
フ
も「
ホ
ッ
」

　

私
た
ち
の
福
祉
活
動
い
か

が
で
し
た
か
―
―
。
４
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
た
高
芝
地
区

の
福
祉
ま
つ
り
。10
月
1
日
、

全
面
改
装
中
の
新
高
根
公
民

館
で
行
わ
れ
、
地
域
住
民
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
想
定

を
上
回
る
多
く
の
人
た
ち
で

溢
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が

薄
れ
た
と
は
い
え
全
面
再
開

に
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
も
あ
っ
て
、
企
画
は
時

間
も
規
模
も
大
幅
に
縮
小
し

た
コ
ン
パ
ク
ト
な
内
容
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
も
舞
台
演

出
も
な
い
、
模
擬
店
も
少
な

く
、内
心「
こ
れ
で
人
来
る
？
」。

そ
ん
な
心
配
を
よ
そ
に「
健

康
」「
食
」「
遊
び
」の
各
コ
ー

ナ
ー
の
人
気
は
上
々
。
講
堂

併
せ
て
、
日
頃
ご
協
力
を
頂

い
て
お
り
ま
す
機
関
・
団
体

の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
年
余
に
わ
た
り
続
い
た

コ
ロ
ナ
禍
も
昨
年
後
半
よ
り

よ
う
や
く
収
束
の
兆
し
が
見

え
て
き
た
ら
今
度
は
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
全
国
流

行
が
続
き
、
す
で
に
警
戒
レ

ベ
ル
を
は
る
か
に
超
え
て
い

ま
す
。
地
区
社
協
の
活
動
は

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
事
業

が
多
く
、
予
断
を
許
さ
な
い

日
々
が
こ
れ
か
ら
も
続
く
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
間
、
社
会
生
活
は
い

ろ
い
ろ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

地
区
社
協
の
活
動
を
含
め

た
地
域
活
動
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
３
年
余

の
中
で
気
づ
か
さ
れ
、
学
ん

だ
こ
と
は
お
互
い
に
提
起

し
つ
つ
改
善
に
つ
な
が
る

も
の
は
大
胆
に
見
直
す
年

と
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
お
友
達
誘
っ
て

     

お
茶
し
な
い
? 

　

高
芝
地
区
社
協
の
新
事

業「
ひ
だ
ま
り
カ
フ
ェ
」が

本
格
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

誰
も
が
来
店
し
、
お
茶
を

手
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う

と
、新
高
根
公
民
館
を
中
心

に
地
域
で
も
開
催
す
る
計

画
で
す
。第
一
回
は
4
月
23

日
。
二
回
目
以
降
は
未
定

で
す
が
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

◇
夏
見
地
区
＝
９
・
30

船
中
、
八
栄
小
の
演
奏
も

　
「
老
い
も
子
も
笑
顔
で
―
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
障
害
者
体

験
な
ど
多
彩
な
催
し
を
展

開
。
会
場
の
夏
見
公
民
館
は

約
８
０
０
人
を
超
す
入
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

◇
高
根
･
金
杉
地
区
＝
11
・
12

 

福
祉
シ
ョ
ッ
プ
も
人
気

　

会
場
の
高
根
公
民
館
で
は

御
滝
中
の
管
弦
楽
演
奏
や
ベ

リ
ー
ダ
ン
ス
、
似
顔
絵
コ
ー

ナ
ー
、
屋
外
で
は
新
鮮
野
菜

の
販
売
、
餅
つ
き
、
模
擬
店

な
ど
が
人
気
を
呼
ん
で
い
た
。

で
は
骨
密
度
、
血
管
年
齢
測

定
、
血
圧
測
定
、
健
康
相
談

な
ど
に
高
齢
者
の
長
い
列
。

児
童
ホ
ー
ム
体
育
館
の
木
の

お
も
ち
ゃ
広
場
で
は
親
子
が

楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
反
省
点
も
あ
り

ま
す
が「
結
果
良
け
れ
ば
す

べ
て
よ
し
」と
総
括
し
ま
し

た
。
今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ

ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
地
域
の
方
と
成
功
さ
せ
た

祭
り
は
圧
巻
で
し
た
。
様
々

な
世
代
の
方
と
交
流
す
る
楽

し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
」　

　
　
　
（
2
年
・
鈴
木
さ
ん
）

▼
私
の
ボ
ラ
経
験
談
▲

「
子
ど
も
と
遊
ぶ
貴
重
な
体

験
。
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え

な
が
ら
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
に

す
ご
く
や
り
が
い
を
感
じ
ま

し
た
」（
１
年
・
伊
藤
さ
ん
）

◇
高
根
台
地
区
＝
11
・
18

子
ど
も
た
ち
も
前
面
に

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
た
か

ね
台
寄
席
、
ま
ち
づ
く
り
サ

ミ
ッ
ト
な
ど
様
々
な
行
事
を

企
画
。
多
く
の
人
が
訪
れ
、

高
根
台
公
民
館
は
笑
顔
と
感

謝
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
。

中部ブロックの仲間も頑張った！

コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
改
善
に

本

木

次

夫

高
芝
地
区
社
協
会
長

ボランティアを楽しんだ県立船橋東高校
の皆さん

講堂の健康コーナー㊤では高齢者の
高い関心を呼んだ「骨密度測定」㊦

誰もが気軽に入れる
「ひだまりカフェ」

福
祉
ま
つ
り
４
年
ぶ
り
一
斉
再
開

（３）第46号 高芝だより 2024年（令和６年）１月

高 芝 地 区 社 会 福 祉 協 議 会

一人は
　みんなのために
みんなは
　 一人のために



そ
の
日
が「
待
ち
遠
し
い
」

「
一
人
じ
ゃ
な
い
！
」

防
災
体
験
に
空
港
で
の
食
事

 

４
年
ぶ
り 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
研
修

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
出
生
地

（
故
郷
）を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
秋
田
、
山
形
、
福
島
、

新
潟
、
東
京
、
山
梨
、
岐
阜
、

大
阪
、
鳥
取
、
佐
賀
、
満
州
・

　

高
芝
地
区
社
協
の
各
種
事

業
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
慰
労
を
兼
ね
た
バ
ス
研
修

が
11
月
30
日
、
東
京
消
防
庁

地
区
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集　

０
４
７
・
４
６
９
・
５
０
５
０

福
祉
相
談
！ 

お
気
軽
に

大
連
と
、
ほ
ぼ
全
国
か
ら
来

ら
れ
た
方
々
で
し
た
。
現
在

の
居
住
年
数
も
58
年
〜
15

年
。
平
均
38
年
で
、
傾
向
は

若
い
世
代
の
流
入
か
。
皆
さ

の
防
災
体
験
館
施
設「
本
所

防
災
館
」で
行
わ
れ
ま
し
た

＝
写
真
上
。
参
加
者
は
総
勢

30
名
、
社
協
事
務
局
６
名
。

ん
は
ど
の
よ
う
な
と
き
に
郷

里
を
思
い
出
す
の
で
し
ょ

う
。
ま
た「
住
み
や
す
さ
」に

つ
い
て
は
芝
山
地
域
の
居
住

者
の
ほ
と
ん
ど
が「
住
み
や

す
い
」と
答
え
、
新
高
根
で

は
買
い
物
、
坂
が
多
い
、
交

通
の
便
な
ど
を
理
由
に「
住

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年

目
と
あ
っ
て「
防
災
へ
の
関

心
は
高
い
で
す
ね
」と
話
す

担
当
者
の
案
内
で
地
震
、
暴

風
雨
体
験
し
た
後
、
羽
田
空

港
第
３
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
足

を
延
ば
し
、
食
事
や
買
い
物

を
楽
し
ん
だ
一
日
で
し
た
。

　

あ
な
た
の
人
生
振
り
返
っ

た
ら
何
色
？「
青
」「
バ
ラ
色
」

「
赤
」「
黒
↓
オ
レ
ン
ジ
」

「
緑
」。
幸
せ
な
人
生
、
ま
だ

ま
だ
明
る
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。
最
後
は
夢（
希

望
）。「
楽
し

く
健
康
で
い

ら
れ
る
事
」

「
元
気
が
一

番
」「
自
分
の

こ
と
は
す
べ
て
で
き
る
事
」

「
世
の
中
の
事
柄
を
で
き
る

だ
け
見
聞
す
る
事
。
何
事
に

も
興
味
を
持
ち
続
け
た
い
」

「
旅
行
が
し
た
い
」な
ど
、
何

事
も
健
康
で
元
気
な
体
を

維
持
し
、
意
欲
的
な
生
活
を

送
り
た
い
も
の
で
す
。

　

高
芝
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
平
成
23
年
か
ら
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
に

ご
尽
力
、貢
献
し
て
頂
き
ま
し
た
。令
和
４
年
度
を
も
っ

て
退
会
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

　

高
芝
地
区
社
協
事
務
局
で

は
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
新
し
く
松
井
る
み
子

さ
ん（
写
真
中
央
）が
就
任
致

し
ま
し
た
。
地
域
３
人
、
生

活
１
人
の
計
４
人
体
制
。
何

で
も
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

◇
地
区
社
協
事
務
局
人
事

【
異
動
】（
11
月
１
日
）

（
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

星
川
直
美
さ
ん（
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

【
新
任
】（
同
）

（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）松
井
る
み
子
さ
ん

【
退
職
】（
10
月
31
日
）

増
田
浩
子
さ
ん（
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
制
限

さ
れ
て
い
た
地
域
の「
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
」が
今
年
度
は

活
発
化
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
ま
し

た
。
公
民
館
の
ミ

ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
は
違
い
、
各
町

会
・
自
治
会
が
地

元
の
人
た
ち
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
開
催
。
そ
れ
ぞ

み
に
く
い
」と
答
え
た
人
が

数
人
い
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は

「
待
ち
遠
し
い
」と
答
え
た

人
が
ほ
と
ん
ど
で「
月
２
回

は
で
き
な
い
か
」と
い
う
意

見
も
あ
り
、
職
員
の
励
み
と

な
る
結
果
で
し
た
。

25人アンケートに見る「今の私」

夢

れ
が
知
恵
と
工
夫
で
テ
ー
マ

を
も
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。年
度
末
ま
で
、

ま
だ
開
催
予
定
の
所
も
あ

り
、
地
域
ミ
ニ
デ
イ
と
と
も

に
年
齢
を
問
わ
な
い
、
ふ
れ

あ
い
の
場
が
広
ま
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま

す
。
世
帯
数
が

少
な
く
会
館
を

持
た
な
い
と
こ

ろ
は
他
町
会
と

の
合
同
開
催
で

親
睦
を
図
る
な

ど
、
社
協
も
応

援
し
て
い
ま

す
。

長
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ご
協
力
に
感
謝
！

　
　
　

感
謝
状　

奈
良
シ
ヅ
ヱ
様
（
芝
山
団
地
自
治
会
）

笑顔に会える…

地区社協事務局の女性スタッフ
（写真左から）西村さん、深沢さん、松井さ
ん、星川さん

脳トレに真剣！
＝西高根町会のふれあいサロン

舞台で歌や踊
りを披露した後、
高齢者との触れ合い
を楽しむ保育園児たち＝
昨年12月のミニデイサービスで

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

23
年
目
の

　
新
年
迎
え

　高芝地区社協に「ミニデイサービ
ス」が始まって23年目を迎えました。
新年早々の定例会はいかがでした
か。ボランティアの皆さんを含め約70
人が一堂に会し、にぎやかなミニデイ
となりました。この時ばかりは友人、
仲間に囲まれ「自分一人じゃないん
だ」と感じたと思います。昨年実施し
た25人アンケートで現在の健康状態

について22人の方が「健康・元気」と
答え、「今一つすぐれない」が3人でし
た。コロナ禍が薄れ、積極的に外出
して人とお話しをすることで健康が
保たれていると思います。一方、「新
高根公民館までの坂道がつらい」と
答えた方も多く、今後、会場を広く地
域に分散して開催するなど、改善策を
考える一年にしたいと思います。

知
恵
と
工
夫
で

活
発
化
の
傾
向

＊
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

（４）第46号高芝だより2024年（令和６年）１月


